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【イベントレポート】
「ニッポンの魚ビジネスEXPO」初開催で500人動員

「Book Fair Championship」初代チャンピオンが決定

【BUSINESS BOOK ACADEMY】
 『世界の一流は「休日」に何をしているのか』著者・越川慎司氏

 『戦略コンサルのトップ５％にだけ見えている世界』著者・金光隆志氏
『今、ラジオ全盛期。』著者・冨山雄一氏

『脳マネジメント』著者・秋間早苗氏

【CMG NOW!】ロボットビジネス出版記念イベント
【MY WORK】経営者の想いに触れ、学び、言葉にする営業。＜北本駿介＞

【編集日記】日本人が外国人から学べることとは？「休日」の過ごし方に着目しベストセラーに。＜坂口雄一郎＞

【編集4.0】“Think Like a Publisher”ー編集で惹きつけるコンテンツマーケティング
【活動報告】20期下半期の事業計画会議を実施しました

【ビジネス書出版社社長のたまにはまじめな話】  Vol.23 AI時代の経営と採用

鹿島アントラーズビジネスクラブに加盟
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進化と原点



鹿島アントラーズビジネスクラブに加盟
私たちの編集力を通じて、
クラブチームと地域社会の発展に貢献していきます
このたび、クロスメディアグループは、茨城県鹿
嶋市に所在するカシマサッカースタジアムを
ホームスタジアムにし、国立競技場を本拠地と
する鹿島アントラーズFCの発展と地域活性化
に貢献するため、鹿島アントラーズFCビジネス
クラブに加盟いたしました。

鹿島アントラーズFCは、Jリーグを代表するク
ラブのひとつであり、地域との密接なつながり
を大切にしているチームです。当社の創業メン
バーが茨城県鹿嶋市出身であることもあり、地
元への恩返しと、地域振興をサポートすること
は企業としての大きな使命だと考えております。
この加盟を通じて、地域活性化に積極的に取り
組み、地元経済や文化の発展に寄与していく所
存です。

クロスメディアグループは、書籍出版やコンテ
ンツ制作を中心に、企業支援やブランド価値
の向上に貢献してきました。

今後は、鹿島アントラーズFCと連携し、スポー
ツを通じて地域に貢献し、新たなビジネス機
会を創出していきます。メディアやマーケティ
ングを得意とする企業として、クラブのブラン
ド価値向上にも貢献していきたいと考えていま
す。今後とも、鹿島アントラーズFCの活動を
支援し、共に地域と歩みながら新しい価値を
創造していけることを楽しみにしています。
皆様の温かいご支援とご協力を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。

創業メンバーがいつも観客席からピッチに立ちました！

福利厚生として社員家族がアントラーズの試合を観戦ビジネスクラブの会合に参加しました

地域振興とビジネス機会の拡大

鹿島アントラーズ
ビジネスクラブについて

02

年々増えている
ビジネスクラブ

加盟企業と

連携を図り地域
発展に貢献する

とともに、

スポーツを楽し
む文化を広めて

いきます。

フェロー 根本氏より
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クロスメディアグループより発売されている『魚
ビジネス』の著者である、ながさき一生さん主催
の「ニッポンの魚ビジネスEXPO」が2025年2
月18日、港区立産業振興センターでおこなわれ
ました。
会場には日本全国から集まった企業・団体によ
る出展ブースが並び、最新の水産加工技術や流
通システム、持続可能な漁業の取り組みなどが
紹介されました。来場者は500人を超え、各ブー
スをめぐりながら、企業担当者と熱心に意見交
換をおこない、新たなビジネスの可能性を探る
姿が多く見られました。
中でも特に注目を集めたのが、スペシャルコンテ
ンツとして開催されたパネルディスカッション
「ニッポンの食を世界に広めるには？ ～他業界
から見た魚ビジネス～」です。

クロスメディア・パブリッシングの食ビジネスシ
リーズの著者5名が登壇し、当社代表小早川の
ファシリテーションのもと、それぞれの視点から魚
ビジネスの可能性を語り合いました。
業界の垣根を越えた多くの出会いが生まれ、「この
場で出会えたことで、今後のビジネスが大きく変わ
りそうだ」と語る参加者もいました。
「ニッポンの魚ビジネスEXPO」は、単なる展示会
ではなく業界全体が未来を考え、実際のビジネス
へとつながる場になりました。
来場者からは「来年もぜひ参加したい」「より多く
の企業と連携を深めたい」との声が多く寄せられ、
今後の継続的な開催への期待が高まっています。
日本の食ビジネスを世界に届けるために、ここから
生まれたつながりがどのように発展していくのか、
今後の「魚ビジネス」の動きに注目です！

全国154件のエントリーから日本で一番面白い
書店フェア企画を競い合う「OVOL 日本紙パル
プ商事presents BookFair Championship
（以下、BFC）」は、初代チャンピオンベルトの贈
呈式を2025年3月3日（月）にジュンク堂書店
池袋本店で開催いたしました。
BFCは、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株
式会社（以下、CCC）が運営する「梅田 蔦屋書
店」の店長であり、ひとり出版社「書肆汽水域」
としても活動を行う北田博充氏が実行委員長
を務め、書店からは、蔦屋書店、丸善ジュンク堂
書店、正和堂書店など、出版社からはライツ社、
クロスメディア・パブリッシングも参画する出版
業界横断プロジェクトとして、始動いたしました。
全国の書店員から応募された書店フェアの企
画は、書店員の創意工夫に溢れており、選考は
困難を極めましたが、滝口悠生氏（小説家）、三

宅香帆氏（文芸評論家）、久禮亮太氏（フラヌー
ル書店）が審判員を務め、最終的に選ばれたベ
スト10のフェアから、初代チャンピオンとして久
保田理恵さん（MARUZEN＆ジュンク堂書店 
新静岡店）の『新社会人応援フェア Working 
girl Routine #本庄静子の一日』が決定いた
しました。
チャンピオンベルトの贈呈には、新日本プロレ
スの代表取締役社長 兼 選手の棚橋弘至氏が
登場し、会場が熱気に包まれました。
BFCは、フェアや書店員を全国に広めていくこ
と、そして、書店員の企画意欲を掻き立て、書店
が更に魅力的になり、多くの読者が足を運ぶ
きっかけになることを目指しており、初代チャン
ピオンベルトの防衛戦について、2025年10月
より、防衛戦のチャレンジャー（フェア企画）の
応募開始を予定しております。

イベントレポート
全文はこちら

動画はこちら

動画はこちら BFC公式サイト

（左から北田博充氏、久保田理恵氏、棚橋弘至氏）

書籍『魚ビジネス』が大盛況のイベントになりました！

BOOK FAIR CHAMPIONSHIPBOOK FAIR CHAMPIONSHIP

00525a

書店フェアと書店員の日本一が決定！

ブックフェア・チャンピオンシップ

書籍からイベントに！

ニッポンの魚ビジネスEXPOを開催

『酒ビジネス』 高橋理人氏『米ビジネス』芦垣裕氏『野菜ビジネス』 梅田みどり氏『肉ビジネス』 小池克臣氏『魚ビジネス』 ながさき一生氏クロスメディアグループ 小早川

オンラインで参加しました



『世界の一流は「休日」に
何をしているのか』

『戦略コンサルのトップ５％
 だけに見えている世界』

SH
IN
JI KO

SH
IK
AW
A

越川慎司氏

TA
K
A
SH
I K
A
N
EKO

金光隆志氏

ビジネス書の著者と「編集者で経営者」の小早川による動画番組。
ビジネスパーソンに役立つ考え方や新たな視点を届ける。

『
世
界
の
一
流
は「
休
日
」に
何
を

し
て
い
る
の
か
』の
著
者
で
あ
る
越

川
慎
司
さ
ん
。

「
週
休
３
日
」「
フ
ル
リ
モ
ー
ト
」の

会
社
を
立
ち
上
げ
、休
み
を
有
効

活
用
し
て
効
率
的
に
成
果
を
出
す

働
き
方
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

越
川
さ
ん
は
、か
つ
て
世
界
を
飛
び

回
り
、仕
事
に
熱
中
し
て
い
ま
し

た
。

し
か
し
、そ
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
は

働
き
す
ぎ
て
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
た
経
験
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
越
川
さ
ん
の
人
生
を
大
き

く
変
え
た
の
は
、マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

勤
務
時
代
の
上
司
か
ら
聞
い

た
、「
休
む
た
め
に
仕
事
を
し
て
い

る
」と
い
う
考
え
方
で
し
た
。そ
れ

か
ら
、週
3
日
休
ん
で
も
成
果
を

出
す
働
き
方
を
目
指
し
て
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

世
界
の
一
流
か
ら
学
ん
だ
休

み
方
は
、た
だ
心
身
を
休
め
る

だ
け
で
は
な
く
、教
養
を
身
に

つ
け
る
こ
と
も
休
日
に
す
る

と
い
う
こ
と
。特
に
読
書
に
つ

い
て
は
、越
川
さ
ん
自
身
も
年

間
3
0
0
〜
4
0
0
冊
を
読

む
そ
う
で
、「
読
書
は
最
良
の

学
習
ツ
ー
ル
。30
年
分
の
経

験
を
数
時
間
で
学
べ
る
」と
そ

の
価
値
を
語
り
ま
し
た
。

動
画
の
中
で
は
、M
C
の
小
早

川
の
休
日
も
添
削
！
金
曜
午

後
の
過
ご
し
方
に

満
点
を
目
指
す
ヒ

ン
ト
が
あ
る
と
の

こ
と
。

皆
さ
ん
も
金
曜
日

か
ら
休
日
を
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
戦
略
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
世
界
。

『
戦
略
コ
ン
サ
ル
の
ト
ッ
プ
５
％
だ

け
に
見
え
て
い
る
世
界
』の
著
者
で

あ
る
金
光
隆
志
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
A
I
時
代
を
生
き
残
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
思
考
力
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
た
。偶
然
に
も
戦
略
に
関

す
る
書
籍
に
出
会
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
金
光
さ

ん
。自
身
も
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
30
年
以
上
に
わ
た
り
、

「
超
一
流
」の
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
て
き
ま
し
た
。

波
乱
万
丈
な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で

き
た
金
光
さ
ん
が
、な
ぜ
今
こ
の
本

を
書
こ
う
と
思
っ
た
の
か
。そ
れ

は
、こ
れ
か
ら
の
未
来
を
創
る
若

い
人
た
ち
に
、自
分
の
経
験
や
知

識
を
伝
え
、人
材
育
成
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
で
し

た
。「
結
論
が
出
た
と
思
っ
て
も
、

そ
こ
で
思
考
を
止
め
ず
に
さ
ら
に

深
く
考
え
る
。こ
れ
が
創
造
的
思

考
態
度
で
す
」と
金
光
さ
ん
。彼

が
言
う「
ト
ッ
プ
５
％
の
戦
略
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
」と
は
、ま
さ
に
こ

の
思
考
態
度
を
持
ち
、常
に
新
し

い
発
想
で
問
題
に
取
り
組
む
人
た

ち
の
こ
と
で
す
。

想
像
以
上
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

仕
事
だ
と
い
う
戦
略
コ
ン
サ
ル
の

リ
ア
ル
を
お
伝
え
し
ま
す
！

世
界
の
一
流
に
近
づ
く
休
日
の
過
ご
し
方

「休み方改革」で生産性をあげる

代表・小早川の休日をジャッジ！

会社名に込めた思い

一流から受けた衝撃の言葉

週3日休んでも利益を伸ばす働き方へ

主な内容

●

●

●

●

●

「人間にしかできないこと」を考える

AIをうまく使いこなす社会に

ビジネス戦略の面白さに目覚めた学生時代

知られざる戦略コンサルの仕事

未来を作る人材を育てていきたい

主な内容

●

●

●

●

●

新会社「クロスサイト」の構想●

戦
略
コ
ン
サ
ル
ト
ッ
プ
５
％
か
ら
学
ぶ
、

A
I
時
代
を
生
き
抜
く
術

動画はこちら

動画はこちら
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秋間早苗氏

SA
N
A
E A
KIM
A

Y
U
ICH
I TO

M
IYA
M
A

冨山雄一氏

再
び
若
い
世
代
と
の
接
点
を
増
や

し
、そ
の
魅
力
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
ラ
ジ
オ
。

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
統
括
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
冨
山
雄
一
さ
ん
を
迎

え
、今
、人
気
絶
頂
期
を
迎
え
て
い

る
と
い
う
そ
の
背
景
に
迫
り
ま
す
。

冨
山
さ
ん
は
、約
20
年
に
わ
た
っ
て

ラ
ジ
オ
業
界
の
第
一
線
で
活
動
を
す

る
中
、業
界
の「
衰
退
」か
ら「
全

盛
」へ
と
移
り
変
わ
る
激
動
の
変
化

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
人
気
が
再
燃
し
た
裏
に
は
、

番
組
に「
種
を
植
え
、水
を
や
り
」、

魅
力
を「
耕
し
て
」き
た
多
く
の
人

た
ち
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
、ス
タ
ッ
フ
、リ
ス
ナ
ー
、

ス
ポ
ン
サ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
ラ
ジ

オ
の
畑
を
耕
し
、共
に
成
長
し
て
い

く
。そ
の
取
り
組
み
が
、現
在
の
ラ
ジ

オ
全
盛
期
を
築
き
上
げ
た
の
で
す
。

現
代
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、短
く
て
効

率
的
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ラ
ジ
オ
は
そ

の
流
れ
に
逆
行
し
、長
時
間
の
放
送

で
リ
ス
ナ
ー
と
の
深
い
繋
が
り
を
築

い
て
い
ま
す
。富
山
さ
ん
は
、ラ
ジ
オ

は
今
も
な
お
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ

り
続
け
て
い
る
と
考
え
、そ
の
未
来

へ
の
希
望
を
語
り
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
を
普
段
か
ら
楽
し
ん
で
い
る

人
も
、こ
れ
か
ら
と
い
う
人
も
、ぜ
ひ

ラ
ジ
オ
の
可
能
性
に
触
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
！

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
に
惹
か
れ
、大
学
卒
業
後
す

ぐ
に
起
業
。
異
色
の
経
歴
を
持
ち
、

海
外
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
秋
間

早
苗
さ
ん
を
お
迎
え
し
、未
来
へ
向

け
て
独
自
の
道
を
切
り
拓
く
方
法

を
語
り
ま
し
た
。

大
学
時
代
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」に
つ
い
て
主
に
研
究
。サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
活
動
を
も
っ
と
増
や
す

た
め
に
既
存
の
企
業
に
入
社
す
る

よ
り
も
、ゼ
ロ
か
ら
自
分
で
起
業
す

る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

起
業
後
、社
会
貢
献
と
ビ
ジ
ネ
ス

を
結
び
つ
け
る
難
し
さ
に
直
面
し

た
秋
間
さ
ん
が
注
目
し
た
の
は
、人

間
の
脳
の「
癖
」で
し
た
。

「
人
の
脳
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ

な
い
よ
う
に
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
な
る

ク
セ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
乗
り
越
え

な
い
と
、新
し
い
こ
と
や
ビ
ジ
ネ
ス
と

社
会
貢
献
を
繋
げ
る
よ
う
な
挑
戦
は

難
し
い
」と
指
摘
し
ま
す
。そ
の
性
質

を
客
観
的
に
認
識
し
て
脳
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、創
造
力
を
発
揮

で
き
る
組
織
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、

個
人
も
主
体
的
に
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
ま
す
。誰

も
が
持
つ
脳
だ
か
ら
こ
そ
、誰
も
が
自

分
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。一
人
ひ

と
り
の
可
能
性
を
信
じ
る
秋
間
さ
ん

の
お
話
は
、生
き
方
に
悩
む
あ
な
た
の

背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。

な
ぜ
今「
ラ
ジ
オ
全
盛
期
」な
の
か
。

番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
語
る
、
ラ
ジ
オ
再
燃
の
裏
側

脳
の「
癖
」を
知
っ
て
、
も
っ
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
。

現
代
人
に
必
要
な
脳
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「転機」ラジオの価値が再確認された瞬間

タイパ時代に逆行するラジオ

ラジオへの憧れが原点に

「衰退」ラジオに対する社内外の温度差

テクノロジーの進化とラジオの関係

主な内容

●

●

●

●

●

企業の価値を次世代で

クリエイティビティの発揮に必要なこと

「サステナビリティ」との出会い

大学卒業後、すぐに起業

「脳の癖」を乗り越え、主体性を持つ

主な内容

●

●

●

●

●

『今、ラジオ全盛期。』

『脳マネジメント 脳を味方につけて
独自性と創造性を発揮する技術』

動画はこちら

動画はこちら
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売り込まない。語りかける。 共感をつくり、信頼を積み重ねる。

コンテンツが飽和する時代に、ブランドの価値をどう伝えるか。
その答えとして、いま注目したいのは、「Think Like a Publisher」という考え方です。

「Think Like a Publisher（出版社のように考え
る）」というコンセプトは、2000年代後半～2010
年代初頭、コンテンツマーケティングが広まり始め
た中で、アメリカを中心にマーケティングの専門家た
ちによって提唱されました。代表的な提唱者には、
コンテンツマーケティングの第一人者とされるジョ
ー・ピュリッジ（Joe Pulizzi）がいます。彼は自身の
著書『Epic Content Marketing』などで、企業が
出版社のように価値ある情報を自ら発信し、顧客と
継続的な関係を築くことの重要性を説いています。
この考え方の本質は、従来の“広告主”としての企業
の立場から脱却し、「メディア運営者」＝「パブリッシ
ャー」として自らコンテンツを企画・編集・発信する
という姿勢にあります。

3月28日、クロスメディアグループは東京文化会館にて、年
に一度の事業計画会議を開催しました。関西支社メンバー
を含む全社員が参加し、20期下半期に向けた事業戦略と行
動計画の共有を行いました。この会議を通じて全社員がビ
ジョンを再確認し、行動指針を明確にする機会としました。
午前は、各事業部より上期の実績と下期施策を報告。各事
業部から現場の課題と改善に向けた取り組みが共有され、
グループ全体の方向性を確認する時間となりました。
午後は2部構成のワークショップを実施。前半は「評価面
談の最適な進め方」をテーマに、事例をもとにしたグループ
ディスカッションを行い、納得感のある面談のあり方を考え
ました。後半は、業務の質を高める指標である「KDI（Key 
Do Indicator）」の見直しと再設定に取り組み、各チーム
で具体的な数値目標を検討しました。

そして、改めてクロスメディアが得意としてきた出版を再
定義することで、本を通じて「人と企業の成長に寄与す
る」ことを小早川は強調。ミッションである「顧客の享受
する情報価値の最大化」を実現するためにも、私たちの
核となる価値である「編集力」を一人ひとりがさらに磨
き、日々の仕事の中で価値提供を体現していく必要があ
ると呼びかけました。
本会議を通じて、全社員が「自分たちの行動」を見直し、
目標達成への意識を高める機会となりました。クロスメ
ディアグループは今後も、「あらゆるメディアを通じて人と
企業の成長に寄与する」という理念を実践し、組織と個
人の成長を両立させながら社会に新しい価値を届けてま
いります。

従来の広告は、「伝えたいことを、企業のタイミング
で発信する」ものでした。しかし、情報があふれる現
代では、その一方的なコミュニケーションは届きにく
くなっています。検索やSNSを通じて、顧客自身が
「知りたい情報」「共感できる価値観」に基づいて接

触するコンテンツを選ぶ時代です。
出版社は、読者のニーズや関心を深く理解し、読み
たくなる切り口、知りたくなるテーマを丁寧に編集
し、継続的に届けています。
「Think Like a Publisher」とは、まさにこの視点
を企業の発信にも応用することです。
たとえば、自社ブログを運営するにしても、単なるニ
ュースの羅列や商品紹介だけではなく、読者の課題
に寄り添い、時にストーリー性を持たせた「読み物」
としてコンテンツを設計する。そうした姿勢が、顧客
との信頼関係を築く第一歩となります。

「Think Like a Publisher」は、短期的な成果を追
うための手法ではありません。
むしろ、長期的なブランド価値を育てるための“カル
チャー”に近い考え方です。
広告ではなく、価値ある情報を。
売るのではなく、語る。
消費されるのではなく、共感される存在へ。
コンテンツファーストの視点で、企業は「選ばれるブ
ランド」へと進化していきます。

読者を知れば、伝え方が変わる。顧客のニーズや関
心を深く理解し、それに応じたコンテンツを設計する。

計画的な発信が、ブランドを育てる。出版社が発行
スケジュールを持つように、エディトリアルカレンダ
ーの設計が重要。

Think Like a Publisher

欧米発のマーケティングコンセプト

広告から、編集へ。
顧客との関係性の変化

5つの視点で考える
「Publisher的」発信

今の成果より、未来の
ファンづくりを。

クロスメディアグループには「編集4.0」という考え方があります。編集4.0は、出版社の持つ「編集
力」を、出版物に限らず様々な対象に活用することで、社会価値を生み出そうという考え方です。本連
載では、編集のスキルや考え方を新しい視点で捉え、活用している人やプロジェクトをご紹介してい
きます。

編集1.0　メディアの編集
編集2.0　人の編集
編集3.0　事業と企業の編集
編集4.0 社会の編集

編集4.0

─ 編集で惹きつけるコンテンツマーケティング

【ターゲティング】

【計画性】

売るのではなく、惹きつける。商品説明ではなく、顧
客にとって役立つ・共感できる情報を届ける。

【価値】

良質なコンテンツで、ブランドの品格を作る。丁寧に
作られたコンテンツは、ブランドの信頼と直結する。

【品質】

メディアを横断し、価値を広げる。Web、SNS、動
画、音声、紙媒体など、多様なチャネルを組み合わ
せて発信する。

【マルチメディア】

20期下半期の事業計画会議を実施。
全社員で具体的な行動目標を考えました

【活動報告】



編集日記

C R O S S M E D I A G R O U P

『世界の一流は「休日」に
何をしているのか』

『世界の一流は「休日」に何をしているのか』を企画し

たきっかけは、前作『世界の一流は「雑談」で何を話し

ているのか』がじわじわ売れ続けたことにあります。

その経験から、「日本人が苦手で、外国人が得意なこ

と」にはニーズがあると感じ、「休日」に着目しまし

た。多くの人が休日をうまく使えていない一方で、海

外の人々は思いきり楽しんでいる印象があります。

休み方にフォーカスした本は少ないですが、『世界の

一流』シリーズなら新しい切り口で提案できると考

えました。

本書は15万部を突破し、多くの方に手に取っていた

だいています。著者の越川さんとの取材の中で、「自

己効力感」や「土日の使い分け」「エネルギーの最適

昨
年
、書
店
営
業
部
か
ら
法
人
営
業
部
へ
異
動
し
、企
業
に

対
し
て
ブ
ッ
ク
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
営
者
の
中
に
は
、伝
え
残
し
た
い
想
い
を
表
に
出
せ
ず
に

悩
ん
で
い
る
方
が
い
ま
す
。い
つ
し
か
消
え
て
し
ま
う
想
い

を
書
籍
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、後
世
ま
で
伝
え
ら

れ
ま
す
よ
ね
。企
業
の
想
い
を
形
あ
る
も
の
に
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
、口
下
手
な
経
営
者
の
想
い
も
言
語
化
し
て
差
し
上

げ
る
こ
と
。一
見
編
集
者
の
仕
事
で
す
が
、経
営
者
の
願
い

を
叶
え
る
こ
の
過
程
に
、営
業
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

会
社
と
し
て
の
信
頼
を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す

が
、そ
れ
以
上
に
大
切
に
し
て
い
る
の
が
個
人
と
し
て「
い

か
に
相
手
に
心
を
開
い
て
も
ら
う
か
」と
い
う
こ
と
で
す
。

「
相
手
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
」「
仮
説
を
立
て
て
話
す
」。

お
客
様
か
ら
信
頼
を
得
て
安
心
し
て
や
り
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
、こ
の
２
つ
を
営
業
の
基
本
と
し
て
心
が
け
て
い
ま
す
。

実
は
営
業
を
初
め
て
間
も
な
い
頃
は
、自
分
の
ふ
が
い
な
さ

に
涙
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。で
す
が
営
業
の
喜
び
を
感

じ
る
今
で
は
、外
に
出
て
お
客
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
が

1

番
楽
し
い
と
思
え
ま
す
。

営
業
を
通
し
て
、明
る
く
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
れ
る
と
い
う
自
分
の
強
み
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、ま
ず
は
自
分
自
身
が

ワ
ク
ワ
ク
し
て
仕
事
に
向
き
合
い
、

そ
の
楽
し
さ
を
お
客
さ
ま
の
喜
び

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

経営者や企業の課題に対し、“企業の想いを言語化する”ことで貢献する。それを書籍という手段で届けるの
が、クロスメディアグループの法人営業部の仕事です。書店営業から異動してきた北本駿介が、この部署で働
きはじめたのは約1年前。企業の本質を掘り下げ、経営者の想いを社会へ届けるクロスメディアの法人営業
の仕事について、自身の経験をもとに語ってもらいました。

経営者の想いに触れ、学び、言葉にする営業。
企業のステップアップに不可欠な存在を目指して

もっと楽しく、夢中に、クリエイティブに。
クロスメディアグループのメンバーの
想いを引き出します。

法人営業部 北本駿介

日本人が外国人から学べることとは？ 「休日の過ごし方」に着目しベストセラーに。

クロスメディアで働く人、できごと。
出版ベンチャーとしての最新の取り組みを紹介する動画番組です。

配分」といったキーワードが出てきて、これは面白

いと感じていましたが、想定以上の反響がありまし

た。潜在的なニーズに刺さった時の力を、あらため

て実感しています。

日本では、休日は休息の時間と捉えられがちです

が、世界の一流は休日を主役とし、平日はそのため

にあると考えます。この視点は一度試してみる価値

があると思います。休日の過ごし方を変えれば、平

日も変わります。

たかが休日、されど休日。この本が、充実した日々を

過ごすきっかけになれば嬉しいです。

「
誰
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
せ
る
時
代
が
来

る
。そ
こ
で
大
事
に
な
る
の
は
、『
私
た
ち
は
本
当
に

何
を
し
た
い
の
か
」と
い
う
問
い
で
す
。』

3
月
21
日
、六
本
木
蔦
屋
書
店
に
て『
ロ
ボ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
』『
融
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
』W
出
版
記
念
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
ロ
ボ
ッ
ト
が
実
現
す
る
新
し
い

日
常
」を
開
催
。著
者
の
安
藤
健
氏
の
講
演
と
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ま
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
の
は「
第
４
次
ロ

ボ
ッ
ト
ブ
ー
ム
」。安
藤
氏
は
誰
も
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
使

え
る
時
代
の
到
来
と
、そ
れ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

も
た
ら
す
変
化
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、ロ
ボ
ッ

ト
活
用
の
本
質
が「
人
間
が
ど
う
生
き
る
か
を
考
え

る
手
段
」で
あ
る
と
い
う
視
点
。

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
は
単
な
る
効
率
化
で
は
な
く
、「
経
営

戦
略
」そ
の
も
の
で
あ
り
、人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
に
心

地
よ
く
働
く
社
会
を
つ
く
る
第
一
歩
だ
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」か
ら
入
り
、「
融
け
る
ロ
ボ
ッ

ト
」へ
と
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
、今
後
の
社
会
づ
く

り
に
ど
の
よ
う
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
か
し
て
い
く

か
、そ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
安
藤
氏
か
ら
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
と
い

う
意
識
を
捨
て
、課
題
解
決
を
目
指
す
こ
と
。ロ
ボ
ッ

ト
は
手
段
で
あ
り
、目
的
で
は
な
い
」と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

『
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
』

出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト

編
集
部
坂
口
雄
一
朗 バックナンバーはこちら

全文はこちら
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シリコンバレーでは、AIを活用することで、約2年で社員20名、売上高160億円を挙げる
CursorというSaaS企業の登場が話題となっています。

アメリカのマネジメントサイエンス誌の最新研究で、生成AIで代替されている仕事の2位が
「プログラミング」なので、これまでのプログラマーを大量に採用してプロダクトを開発する
という企業のマネジメントが変わっていく兆候と言えます。

このことは他人ごとではなく、生成AIで代替されている仕事の1位が「執筆」なので、私たち
も執筆を始めとした様々な仕事をAIに任せて、業務、組織、事業、経営の改革をする機会にし
ているところです。

AI活用は、ChatGPTなどのファンデーションモデルと自社開発モデルを併用していき、自社
開発モデルは、「企画」「執筆」「編集」などのコンテンツ制作だけではなく、「営業」「販促」など
にも機能拡張し、さらには「プロジェクト管理」や「財務経理」などにも活用を広げていきます。

これからの経営に、AIとともに人間が重要なのは言うまでもありません。AIを巧みに使いこ
なせる人材教育と採用をしていきますし、また、営業で仕事を受注するのも、編集で商品サー
ビスをつくるのも、人間のインターフェースを通してのことなので、顧客や取引先と関係構
築できる人をしっかり採用していき、AIとNI（Natural Intelligence：自然知能）の融合を引き
続き図っていきます。

Webで連載中！クロスメディアグループ代表　小早川幸一郎

ビジネス出版社社長の
たまには じめな話

Vol.36　AI時代の経営と採用

ロンドンブックフェアで見た「本の輸出」の可能性

3月、クロスメディア・パブリッシングの代表・
小早川がロンドンブックフェアに参加しまし
た。25年ぶりのロンドン訪問となった今回の目
的は、「輸入」ではなく「輸出」と「提携」。日本発
のコンテンツを世界に届けるための出張とな
りました。
欧米の読者に響きそうな8タイトルを持参し、
現地の出版社やエージェントと商談を行いま
した。なかでも『MUSHIN』は注目を集め、再来
月にはイタリアでの先行発売が決定。フェア会
場では現地編集者との交流も深まり、出版を通
じたグローバルなつながりを実感する機会と
なりました。

クロスメディアグループでは、パートナー企業とともに「企業ポッドキャスト」の
立ち上げ・企画・運用支援をおこなっております。クロスメディア・パブリッシング
から過去に書籍を出版している方や、出版・編集をする仲間である企業の方、そし
て職人の方などさまざまな業界・職種の番組が生まれています。企業内部のメン

バーや経営者自らの言葉が音声となって蓄積される。ポッドキャストには文字や
演出された動画にはない温度感が伝わるという魅力があります。社内向けにも、社
外向けにも、想いを発信したい企業の皆様はぜひご検討ください。

また、海外でのブックマーケティング支援を見
据え、LID Publishingとの提携も実現。日本企業
が海外に向けて自社の価値を発信する新たな手
段として、本の「輸出」が動き始めています。

Podcast番組のプロデュースをおこなっています


